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商
学
会
総
会
及
第
一
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
二
年
四
月
一
五
日
総
会昭
和
三
一
年
度
事
業
報
告
及
会
計
報
告
新
入
正
会
員
紹
介
研
究
報
告
「
資
産
再
評
価
法
Il企
業
資
本
充
実
法
の
立
法
経
過
ー
会
計
問
題
の
政
治
的
一
断
面
ー
」
助
教
授
酒
井
文
雄
氏
「
一
九
三
0
年
代
の
恐
慌
の
性
質
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
教
授
安
田
信
一
氏
引
続
き
植
野
郁
太
教
授
の
外
遊
歓
送
会
を
開
催
「
観
光
の
現
代
的
意
義
」
〇
商
学
会
第
二
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
一
―
―
―
一
年
六
月
―
二
日
研
究
報
告
「
指
図
式
船
荷
証
券
と
記
名
式
船
荷
証
券
」助
手
教
授
〇
商
学
会
第
六
回
学
術
講
演
会
日
時
昭
和
＝
三
年
六
月
ニ
―
日
場
所
第
二
学
舎
講
堂
午
後
一
時
よ
り
学
会
消
息
'
‘
ー
し
ー
し
／
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来
住
哲
二
氏
河
村
宜
介
氏
役
員
改
選
助
手
「
米
国
社
会
保
障
の
老
令
遺
族
年
金
制
度
」
専
任
講
師
〇
商
学
会
第
七
回
学
術
講
演
会
日
時
昭
和
一
―
―
―
一
年
六
月
二
四
日
場
所
天
六
学
舎
四
三
教
室
講
演「
経
営
と
国
家
」
神
戸
大
学
教
授
〇
商
学
会
臨
時
総
会
及
第
三
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
＝
三
年
七
月
四
日
臨
時
総
会
昭
和
一
1
三
年
度
予
算
審
議
研
究
報
告
「
冷
凍
遮
搬
船
の
動
向
」
助
手
沼
田
昭
夫
氏
「
漁
村
タ
イ
プ
に
関
す
る
―
つ
の
考
察
ー
ー
漁
業
査
本
と
商
業
資
本
と
の
関
連
を
通
じ
て
ー
ー
」
助
教
授
柏
尾
昌
哉
氏
〇
商
学
会
第
四
会
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
二
年
九
月
二
七
日
研
究
報
告
「
小
損
害
不
担
保
制
度
の
性
格
」
講
演「
日
本
鉄
鋼
業
の
発
展
と
そ
の
問
題
点
」
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
常
務
取
締
役
川
元
英
二
氏
日
向
方
斎
氏
竹
中
龍
雄
氏
亀
井
利
朋
氏
午
後
六
時
よ
り
商
学
論
集
特
別
号
発
刊
に
関
す
る
事
項
の
審
議
午
前
―
一
時
よ
り
〇
商
学
会
第
八
回
学
術
講
演
会
日
時
昭
和
三
二
年
一
0
月
一
六
日
場
所
第
三
学
舎
ニ
―
六
教
室
講
演「
わ
が
国
の
原
子
力
工
業
界
の
現
状
」
住
友
原
子
力
委
員
会
事
務
局
長
理
学
博
士
午
後
一
時
よ
り
〇
商
学
会
第
九
回
学
術
講
演
会
日
時
昭
和
弓
一
年
―
一
月
―
―
―
―
日
場
所
第
一
一
一
学
舎
ニ
―
五
教
室
講
演「
わ
が
国
造
船
工
業
の
現
状
と
世
界
的
地
位
」
日
立
造
船
株
式
会
社
常
務
取
締
役
大
野
正
己
氏
桑
原
秀
夫
氏
〇
商
学
会
第
五
回
研
究
報
告
会
及
臨
時
総
会
日
時
昭
和
一
―
1
1
一年一
1
一
月
七
日
研
究
報
告
「二
0
年
代
と
の
対
比
に
お
け
る
戦
後
ア
メ
リ
カ
経
済
」
助
手
瀬
尾
芙
己
子
氏
「
比
較
生
産
費
説
の
研
究
ー
ー
ト
レ
ン
ズ
の
経
済
学
者
弁
駁
論
に
つ
い
て
ー
ー
」
専
任
講
師
吉
信
粛
氏
臨
時
総
会
経
過
報
告
第
四
条
第第第
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本
会
は
関
西
大
学
商
学
会
と
称
す
る
。
本
会
は
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
学
術
の
研
究
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。
一
、
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
発
行
二
、
研
究
会
及
び
購
演
会
の
随
時
開
催
三
、
そ
の
他
適
当
と
認
め
た
事
業
本
会
は
次
の
も
の
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
一
、
正
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
2
前
号
以
外
の
関
西
大
学
の
教
育
職
員
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
お
い
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
二
、
学
生
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
学
生
2
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
て
い
る
関
西
大
学
大
学
院
学
生
三
、
普
通
会
員
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
た
関
西
大
学
各
学
部
の
卒
業
生
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
よ
っ
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
四
、
賛
助
会
員
評
議
員
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
も
の
関
西
大
學
商
學
會
規
則
（
全
文
）
附
則
，
 
「
商
学
論
集
」
の
発
行
は
当
分
年
六
回
と
す
る
。
第
十
四
条
本
会
則
の
改
正
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
る
。
第
十
二
条
第
十
三
条
第
十
一
条
第
十
条
第
九
条
第
八
条
第
七
条
第
五
条
第
六
条
「
特
輯
号
」
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
本
会
の
事
務
所
は
関
西
大
学
商
学
部
内
に
お
く
。
本
会
に
評
議
員
を
お
き
、
本
会
の
運
営
は
評
議
員
会
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
。
評
議
員
会
は
関
西
大
学
商
学
部
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
本
会
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。
一
、
会
長
、
商
学
部
長
を
お
す
二
、
常
任
委
員
、
評
議
員
中
よ
り
若
干
名
を
互
選
す
る
役
員
の
任
期
を
す
べ
て
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
本
会
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
。
顧
問
は
評
議
員
会
に
お
い
て
推
薦
す
る
。
会
員
は
次
の
区
別
に
よ
り
会
費
を
納
め
る
こ
と
を
要
す
る
。
一
、
正
会
員
年
額
二
、
学
生
会
員
年
額
三
、
普
通
会
員
年
額
四
、
賛
助
会
員
年
額
本
会
の
運
営
は
会
員
の
会
費
及
び
寄
附
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
会
員
は
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
配
布
を
受
け
、
そ
の
他
本
会
の
行
う
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
三
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
二
月
末
日
に
終
る
。
六参
千
円
以
上
百
五
百
壱
千
円 円 円
